
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あさなえ高齢者（認知症）見守りネットワークが主催され、浅

江中学３年生 118名（16 グループ）が、声かけ訓練に参加され

ました。 

生徒さんは、２年生の時に、認知症サポーター養成講座も

受講。先週、９月１８日には、「認知症の見守りとまちづくり」と

いう講演も公聴されています。 

～地域づくり～ 

浅江中学校「認知症の人への声かけ訓練」 
平成 27 年 9 月 25 日、光市立浅江中学校で行われた上記訓練にお邪魔しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症を正しく理解し、温かく声かけをする模

擬訓練で、近所の認知症のかたが、道が分から

なくなり、中学校へ迷い込まれたという設定で行

われました。認知症のかたと出会った時に、大人

に正しく状況を伝える訓練も兼ねています。 

・認知症高齢者役.・・キャラバンメイト他 

・各グループにサポート役・・(保健師、介護施設職員他) 

中学生が認知高齢者に声掛けする際のアドバイス  

訓練後の各グループの意見交換の際の進役行やまとめ 

 



 

山下会長からの講評 

・「自分たちに何がとできるだろうか」と考えているあさなえジュニアは地域の宝物です。 

この訓練は絆の再構築である。（浅江中学ＨＰ：http://asae-j.hikari-net.ed.jp/ 参照） 

中学校の先生との会話から 

・昨年この学年は 2年生の時に認知症サポーター養成講座を受けて予備知識を持ち 

3年になってこの徘徊訓練に臨んでおり意識も高い。 

・中学校で徘徊訓練をしようというきっかけは、認知症カフェのボランティアに参加していた中学校の先生と山下会長と

の想いが現実となったもの。（おれんじカフェえがお http://fukushiwoshiyouyo.com/orangecafeegao.pdf 参照） 

・中学校で認知症サポーター養成講座を開催したおかげで、実際に認知症高齢者の方が中学校に来られた時の対応が、教

師もスムーズにできた。 

また、地域の介護施設の方との協力関係が構築できたことで、生徒の職場体験実習の受け入れもスムーズとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～訓練終了後はグループで対応の仕方の振り返り～ 

中学生の振り返りを聞きながら認知症役の方が感想を話す。 

16グループの各班長からの感想 

主な感想 

・今日の体験を、実際に生かしたい 

・目線を合わすことが大事 

・どうしたらいいかを考えながら会話をすることが大切 

 

・地域の一員として自覚して行動したい 

 

http://asae-j.hikari-net.ed.jp/
http://fukushiwoshiyouyo.com/orangecafeegao.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


